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骨
太
方
針
の
策
定
②
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

―
の
２
項
目
。
冒
頭
、
菅
義

偉
首
相
が
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

を
見
据
え
な
が
ら
課
題
に
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
あ
い
さ
つ
。
こ
れ
に
続
き
、

地
方
六
団
体
代
表
と
の
間
で

意
見
交
換
が
あ
っ
た
。

平
成
30
年
６
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
骨
太
の
方

針
」
で
、
令
和
３
年
度

（
２
０
２
１
年
度
）ま
で

の
３
年
間
の
地
方
の
一

般
財
源
総
額
に
つ
い
て
、

平
成
30
年
度（
１８
年
度
）

水
準
を
維
持
す
る
こ
と

が
取
り
決
め
ら
れ
た
。

今
年
度
が
こ
の
取
り

決
め
の
最
終
年
度
と
な

る
中
、
本
会
は
第
97
回

定
期
総
会
で
▽
地
方
財

政
の
あ
り
方
を
明
確
に

リモート出席する清水会長（横浜市）

今
年
度
初
の
「
国
と
地
方

の
協
議
の
場
」
が
６
月
２
日
、

テ
レ
ビ
会
議
で
開
か
れ
た
。

本
会
の
清
水
富
雄
会
長
（
横

浜
市
）
は
、
地
方
の
一
般
財

源
を
め
ぐ
る
ル
ー
ル
が
今
年

度
で
期
限
切
れ
を
迎
え
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
新
た
な
ル
ー

ル
の
設
定
を
要
望
、
ほ
か
の

地
方
団
体
か
ら
も
同
様
の
声

が
相
次
い
だ
。

こ
の
日
の
協
議
事
項
は
①

す
る
▽
令
和
４
年
度
一
般
財

源
総
額
の
充
実
を
図
る
―
こ

と
を
求
め
た
決
議
を
採
択
し

て
お
り
、
こ
の
日
の
協
議
の

場
で
、
清
水
会
長
は
さ
ら
に

「
複
数
年
度
に
わ
た
り
、
あ

ら
か
じ
め
見
通
せ
る
よ
う
な

新
た
な
ル
ー
ル
の
設
定
」
を

要
望
し
た
。

こ
の
件
で
は
飯
泉
嘉
門
全

国
知
事
会
会
長
（
徳
島
県
知

事
）
も
「
新
型
コ
ロ
ナ
、人
口

減
少
、
災
害
列
島
の
３
つ
の

国
難
と
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）・Ｇ
Ｘ（
グ
リ
ー
ン・ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

に
し
っ
か
り
と
対
応
で
き
る

よ
う
次
年
度
以
降
、
実
質
同

水
準
を
堅
持
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
要
望
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
武
田
良
太

総
務
相
は
「
地
方
公
共
団
体

は
予
見
可
能
性
を
持
っ
た
財

政
運
営
の
確
保
が
極
め
て
重

要
で
あ
り
、
住
民
に
身
近
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に

提
供
し
つ
つ
、
様
々
な
行
政

課
題
に
取
り
組
め
る
よ
う
一

般
財
源
総
額
を
し
っ
か
り
と

確
保
し
て
い
く
」
と
応
じ
た
。

清
水
会
長
は
ま
た
、
骨
太

方
針
関
連
で
防
災
・
減
災
対

策
を
取
り
上
げ
、
自
然
災
害

時
の
住
民
の
避
難
意
識

を
醸
成
し
て
い
く
必
要

性
を
強
調
。
地
元
の
横

浜
市
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
な
が
ら
、
政
府
が

災
害
時
の
避
難
に
つ
い

て
、
効
果
的
な
普
及
啓

発
の
研
究
を
進
め
る
と

と
も
に
、
財
政
支
援
も

拡
充
す
る
よ
う
求
め
た
。

清
水
会
長
は
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
は
、

ワ
ク
チ
ン
の
計
画
的
配

分
、医
療
関
係
者
の
確
保
、冷

凍
庫
・
注
射
器
な
ど
の
資
材

の
計
画
的
供
給
が
必
要
だ
と

し
て
、
配
布
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
早
期
明
確
化
を
求
め
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い

て
は
こ
の
ほ
か
、
地
方
側
か

ら
▽
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確

保
国
庫
補
助
金
の
追
加
交
付

▽
国
が
留
保
し
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
の
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
２
０
０
０
億
円
の

早
期
配
分
―
な
ど
の
要
望
が

寄
せ
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
要
望
に
対
し
、

国
は
「
ワ
ク
チ
ン
に
関
し
て

必
要
な
サ
ポ
ー
ト
は
こ
れ
か

ら
も
や
っ
て
い
く
」（
河
野

太
郎
担
当
相
）、「（
補
助
金

追
加
交
付
の
）
所
要
見
込
み

額
の
調
査
を
実
施
予
定
と

し
て
い
る
。
万
全
の
支
援

を
行
っ
て
い
き
た
い
」（
山

本
博
司
厚
生
労
働
副
大
臣
）

「（
２
０
０
０
億
円
早
期
配

分
要
望
は
）
し
っ
か
り
受
け

止
め
る
。
各
地
域
の
実
情
を

見
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
」（
坂
本
哲
志
地
方
創
生
担

当
相
）
な
ど
と
応
じ
た
。

「
複
数
年
度
」
要
望

「
複
数
年
度
」
要
望

国と地方の協議の場の模様【内閣府提供】

「
新
ル
ー
ル
を
」

一
般
財
源
総
額
確
保
で

清
水
会
長

国・地方協議
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本
会
の
清
水
富
雄
会
長

（
横
浜
市
会
議
長
）
を
は
じ

め
と
す
る
地
方
六
団
体
の
代

表
は
６
月
９
日
、
第
15
回
ま

ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
担
当

大
臣
と
の
意
見
交
換
会
に
Ｗ

ｅ
ｂ
会
議
で
出
席
し
、
坂
本

哲
志
担
当
相
と
今
後
の
地
方

創
生
の
取
り
組
み
な
ど
に
関

し
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
地
方

六
団
体
の
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ

の
要
望
事
項
に
つ
い
て
発
言
。

清
水
会
長
は
、
▽
少
子
化
対

策
▽
地
域
公
共
交
通
の
維

持
・
確
保
―
に
つ
い
て
要
望

し
た
。

会
長
は
少
子
化
対
策
に
つ

い
て
、
少
子
化
の
原
因
で
あ

る
未
婚
・
晩
婚
化
の
背
景
に

は
、
大
都
市
圏
で
の
非
正
規

雇
用
の
増
大
な
ど
に
伴
う
経

済
的
不
安
定
が
あ

る
と
指
摘
し
た
上

で
、
▽
地
方
で
若

い
世
代
や
女
性
が

質
の
高
い
仕
事
に

就
け
る
環
境
の
創

出
▽
所
得
・
雇
用

の
確
保
に
よ
る
結

婚
・
出
生
率
の
向

上
―
を
坂
本
担
当

相
に
対
し
て
求
め

た
。こ

れ
に
対
し
て

坂
本
担
当
相
は
、 「

地
方
で
若
い
世
代
に
魅
力

的
な
仕
事
を
確
保
す
る
こ
と

は
少
子
化
対
策
の
観
点
か
ら

大
変
重
要
。
地
方
創
生
担
当

相
と
少
子
化
担
当
相
を
兼
務

す
る
私
と
し
て
全
力
で
連
携

を
取
っ
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
た
。

ま
た
、
清
水
会
長
は
地
域

公
共
交
通
の
維
持
・
確
保
に

つ
い
て
、
Ｍ
ａ
ａ
S

（
マ
ー
ス
(※)
）
な
ど

新
た
な
手
法
の
可

能
性
や
限
界
を
明

ら
か
に
し
、
安
定
的

に
地
域
公
共
交
通

を
維
持
・
確
保
す
る

た
め
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
早
期
策
定

を
求
め
た
ほ
か
、
こ

れ
ま
で
の
財
政
支

援
措
置
の
拡
充
を

要
望
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
意
見

交
換
会
で
は
飯
泉

西脇市役所新庁舎
（写真提供＝西脇市）

議場
（同左）

▽
西
脇
市
（
兵
庫
県
）

〒
６
７
７
―
８
５
１
１

下
戸
田
１
２
８
―
１

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

議
会
フ
ロ
ア
は
２
階
。
市

の
花
「
し
ば
ざ
く
ら
」
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
床
は
フ
ラ
ッ
ト

な
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
傍

聴
席
と
と
も
に
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
対
応
し
た
構
造
と

な
っ
て
い
る
。

新
庁
舎
落
成

長井市役所新庁舎
（写真提供＝長井市）

議場
（同左）

▽
長
井
市
（
山
形
県
）

〒
９
９
３
―
８
６
０
１

栄
町
１
―
１

☎
０
２
３
８
―
８
２
―
８
０
２
１

FAX
０
２
３
８
―
８
７
―
３
３
７
４

議
会
フ
ロ
ア
は
長
井
駅
と

一
体
化
し
た
庁
舎
の
３
階
。基

本
方
針
に
も
あ
る
「
交
流
と

ふ
れ
あ
い
を
生
む
親
し
み
や

す
い
庁
舎
」
の
実
現
の
た
め
、

市
民
や
地
域
に
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
し
て
傍
聴
席
か
ら

議
場
の
様
子
が
わ
か
り
や
す

い
構
造
を
採
用
し
て
い
る
。

リモート出席する清水会長（横浜市）

嘉
門
全
国
知
事
会
会
長
（
徳

島
県
知
事
）
か
ら
の
冒
頭
あ

い
さ
つ
や
、
内
閣
官
房
ま

ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
本
部

事
務
局
か
ら
の
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
基
本
方
針

２
０
２
１
」
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
っ
た
。

(※)
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
、
自
動
車
や
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
、
鉄
道
な
ど
様
々

な
交
通
を
円
滑
に
結
び
付

け
、
移
動
の
ス
マ
ー
ト
化

を
図
る
取
り
組
み

Web会議の模様
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意 見 交 換意 見 交 換

坂本創生担当相坂本創生担当相

地方六団体地方六団体

公
共
交
通
維
持

公
共
交
通
維
持

少
子
化
対
策

少
子
化
対
策
求
め
る
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本
会
は
こ
の
ほ
ど
、
全
国
８
１
５
市
を
対
象
に
実
施
し

た
「
会
議
規
則
の
改
正
状
況
に
関
す
る
調
査
（
5
月
20
日

現
在
）」
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
。
本
会
の
標
準
市
議
会

会
議
規
則
の
２
月
改
正
を
受
け
、
女
性
議
員
の
産
休
期
間

を
明
記
し
た
の
は
全
体
の
半
数
超
の
４
３
７
市
と
な
っ
た
。

本
会
は
引
き
続
き
、
議
員
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
へ

向
け
、
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
だ
。

欠席事由 市区数 割合
公 務 440 54％
疾 病 476 58％
育 児 449 55％
看 護 447 55％
介 護 452 55％

配偶者の出産補助 444 54％
産前産後における

欠席期間 437 54％

1 欠席事由の規定状況・議決時期
本
会
は
、
２
月
12
日
付
で

全
国
に
通
知
し
た
標
準
市
議

会
会
議
規
則
の
改
正
で
産
休

期
間
と
し
て
「
産
前
６
週
間
、

産
後
８
週
間
」
を
明
記
、
さ

ら
に
会
議
欠
席
事
由
で
「
育

政
府
は
、
昨
年
12
月
25
日

に
第
五
次
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
を
閣
議

決
定
し
、
地
方

議
会
関
係
に
お

け
る
男
女
の
議

員
が
活
躍
し
や

す
い
環
境
整
備

な
ど
へ
の
取
組
み
を
求
め
て

い
る
。

三
議
長
会
で
は
、
平
成
27

年
2
月
に
欠
席
事
由
に
「
出

産
」
を
標
準
会
議
規
則
に
明

記
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
各

地
方
議
会
で
の
会
議
規
則
の

整
備
が
進
ん
で
き
た
こ
と
を

評
価
す
る
一
方
、
さ
ら
に
産

休
期
間
な
ど
に
つ
い
て
も
言

及
し
、「
産
前・産
後
期
間
に

も
配
慮
し
た
規
則
の
整
備
、

市
で
明
記

産
前
・
産
後
期
間

本 会 調 査

児
」「
看
護
」「
介
護
」
な
ど

を
明
文
化
し
た
。

本
調
査
は
こ
の
規
則
改
正

後
、
各
市
議
会
で
の
対
応

状
況
を
調
べ
る
た
め
実
施
、

４
７
9
市
か
ら
の
回
答
を
集

計
し
た
。

集
計
結
果
で
は
、
欠

席
事
由
に
つ
い
て
、「
公

務
」「
疾
病
」「
育
児
」「
看

護
」「
介
護
」
は
55
～
58
％	

の
市
で
明
文
化
し
て
お
り
、

「
産
前
・
産
後
に
お
け
る
欠

席
期
間
」
で
は
54
％
に
あ
た

る
４
３
７
市
が
会
議
規
則
で

新
た
に
定
め
た
。

産
休
期
間
別
で
の
内
訳
を

み
る
と
、「
産
前
6
週・産
後

8
週
」
が
３
７
６
市
（
86
％
）

と
最
も
多
く
、「
産
前
8
週
、

産
後
8
週
」
の
58
市
（
13
％
）

が
続
い
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
、「
産
前
7
週
、
産
後
8

週
」
が
2
市
、
産
前
8
週
、

産
後
10
週
」
が
1
市
と
な
っ

2 産前産後における欠席期間の内訳
会議規則に定めた

欠席期間 市区数 割合
産 前 産 後
6 週 8 週 376 86％
7 週 8 週 2 0％
8 週 8 週 58 13％
8 週 10 週 1 0％

※8週10週と回答した市は、産前8週間及び産
後10週間の範囲内において連続した16週

４３７

て
い
る
。

ま
た
、
欠
席
事
由
の
具
体

的
な
運
用
に
関
す
る
取
り
決

め
は
「
し
て
い
る
」
が
35
市

（
７
％
）、「
し
て
い
な
い
」

が
４
４
４
市（
93
％
）と
な
っ

て
い
る
。

本
会
で
は
、
欠
席
事
由
に

係
る
会
議
規
則
の
改
正
に
止

ま
ら
ず
、
議
員
活
動
と
家
庭

生
活
と
の
両
立
支
援
な
ど
議

員
活
動
を
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
で
、
女
性
を
は
じ
め
多

様
な
人
材
の
市
議
会
へ
の
参

画
を
促
す
環
境
整
備
の
一
環

と
し
て
、
今
後
も
男
女
を
問

わ
ず
議
員
活
動
を
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
へ
の
取
組
み
を

進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

育
児
・
介
護
等
の
欠
席
事
由

の
明
文
化
」
に
つ
い
て
、
規

則
の
改
正
を
求
め
て
い
た
。

ま
た
、
昨
年
12
月
23
日
に

は
、
橋
本
女
性
活
躍
担
当
大

臣
と
自
民
党
関
係
議
員
か
ら

三
議
長
会
会
長
に
産
前
・
産

後
の
欠
席
期
間
の
明
記
を
要

請
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
を
受
け
て
本
会
で
は
、

本
年
2
月
、
既
に
規
定
さ
れ

て
い
る
「
出
産
」
に
加
え
て
、

産
休
期
間
（
産
前
6
週
・
産

後
・
8
週
）
を
明
記
し
た
ほ

か
、「
育
児
」「
看
護
」「
介
護
」

な
ど
を
欠
席
事
由
と
し
て
明

文
化
し
た
標
準
市
議
会
会
議

規
則
を
改
正
し
、
全
国
に
通

知
し
て
い
た
。

国
会
や
地
方
議
会
で
女
性

議
員
を
増
や
す
こ
と
を
目
指

し
た
「
政
治
分
野
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
推
進
法
（
候

補
者
男
女
均
等
法
）」の
改
正

法
が
６
月
10
日
、
衆
院
本
会

議
で
可
決
、
成
立
し
た
。
セ

ク
ハ
ラ
、マ
タ
ハ
ラ
防
止
策
を

国
や
地
方
自
治
体
に
求
め
る

条
文
を
新
設
。
男
女
共
同
参

画
の
推
進
主
体
と
し
て
政
党
、

衆
参
両
院
、
地
方
議
会
、
内

閣
府
や
総
務
省
な
ど
の
関
係

行
政
機
関
を
明
記
し
た
。

男
女
共
同
参
画
推
進
の
環

境
整
備
と
し
て
は
、「
妊
娠
、

出
産
、
育
児
、
介
護
等
の
家

庭
生
活
」
を
明
示
し
た
上
、

議
員
活
動
と
両
立
で
き
る
よ

う
、
国
や
地
方
自
治
体
に
環

境
整
備
を
求
め
た
条
文
を
追

加
し
た
。

候
補
者
男
女
均
等
法
は
平

成
30
年
５
月
に
議
員
立
法
で

制
定
。
衆
参
両
院
選
挙
、
地

方
議
会
選
挙
で
男
女
の
候
補

者
を
で
き
る
だ
け
均
等
に
す

る
よ
う
政
党
や
政
治
団
体
に

求
め
て
い
る
。

今
回
の
改
正
法
は
衆
院
に

先
立
ち
、
参
院
で
同
月
９
日
、

可
決
し
て
い
た
。

男女共同参画を
巡る動き

政府・与党政府・与党

改
正
候
補
者
男
女
均
等
法

改
正
候
補
者
男
女
均
等
法  

成
立
成
立

地
方
議
会
も「
共
同
参
画
」推
進
主
体
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議
会
人
事

▼
議
長

▽
出
雲	
萬
代
輝
正（
4・27
）

▽
庄
原	
近
藤
久
子（
4・27
）

▽
栗
原	
佐
藤
千
昭（
5・6
）

▽
大
垣	

石
川
ま
さ
と（
5・6
）

▽
豊
後
大
野　
衞
藤
竜
哉

	

（
5・6
）

▽
延
岡	

本
部
仁
俊（
5・6
）

▽
登
別	

辻　
弘
之（
5・7
）

▽
東
松
島	

小
野
幸
男（
5・7
）

▽
大
和	

吉
澤　
弘（
5・7
）

▽
清
須	

八
木
勝
之（
5・7
）

▽
土
岐	

水
野
哲
男（
5・7
）

▽
桜
井	

大
西　
亘（
5・7
）

▽
伊
予	

日
野
猛
仁（
5・7
）

▽
朝
倉	

半
田
雄
三（
5・7
）

▽
佐
伯	

河
野　
豊（
5・7
）

▽
垂
水	

川
越
信
男（
5・7
）

▽
常
総	

中
村
安
雄（
5・10
）

▽
瀬
戸	

宮
薗
伸
仁（
5・10
）

▽
多
治
見	

石
田
浩
司（
5・10
）

▽
関	

市
川
隆
也（
5・10
）

▽
東
か
が
わ　
井
上
弘
志

	

（
5・10
）

▽
宿
毛	

寺
田
公
一（
5・10
）

▽
田
川	

小
林
義
憲（
5・10
）

▽
苫
小
牧	

板
谷
良
久（
5・11
）

▽
国
分
寺	

田
中
政
義（
5・11
）

▽
羽
村	

中
嶋　
勝（
5・11
）

▽
沼
田	

久
保
健
二（
5・11
）

▽
安
城	

松
尾
学
樹（
5・11
）

▽
岩
倉	

伊
藤
隆
信（
5・11
）

▽
高
山	

中
筬
博
之（
5・11
）

▽
小
野	

川
名
善
三（
5・11
）

▽
嘉
麻	

岩
永
利
勝（
5・11
）

▽
多
久	

野
北　
悟（
5・11
）

▽
竹
田	

渡
辺
克
己（
5・11
）

▽
杵
築	

藤
本
治
郎（
5・11
）

▽
小
林	

森
田
哲
朗（
5・11
）

▽
か
ほ
く	

猪
村
博
靖（
5・12
）

▽
綾
瀬	

橘
川
佳
彦（
5・12
）

▽
佐
野	

山
菅
直
己（
5・12
）

▽
津
島	

加
藤
則
之（
5・12
）

▽
泉
大
津	

丸
谷
正
八
郎

	

（
5・12
）

▽
寝
屋
川	

池
添
義
春（
5・12
）

▽
大
東	
北
村
哲
夫（
5・12
）

▽
福
知
山	
髙
橋
正
樹（
5・12
）

▽
大
和
高
田　
仲
本
博
文

	
（
5・12
）

▽
諏
訪	

吉
澤
美
樹
郎（
5・13
）

▽
相
模
原	

寺
田
弘
子（
5・13
）

▽
横
須
賀	

大
野
忠
之（
5・13
）

▽
茅
ヶ
崎	

加
藤
大
嗣（
5・13
）

▽
富
岡	

壁
田
賢
二（
5・13
）

▽
山
武	

能
勢
秋
吉（
5・13
）

▽
下
田	

橋
本
智
洋（
5・13
）

▽
豊
川	

堀
内
重
佳（
5・13
）

▽
豊
田	

太
田
博
康（
5・13
）

▽
江
南	

堀　
　
元（
5・13
）

▽
大
府	

早
川
高
光（
5・13
）

▽
美
濃	

佐
藤
好
夫（
5・13
）

▽
富
田
林	

京
谷
精
久（
5・13
）

▽
岡
山	

和
氣　
健（
5・13
）

▽
長
門	

南
野
信
郎（
5・13
）

▽
さ
ぬ
き	

松
原
壯
典（
5・13
）

▽
北
広
島	

川
崎
彰
治（
5・14
）

▽
米
沢	

相
田
克
平（
5・14
）

▽
新
庄	

高
橋
富
美
子（
5・14
）

▽
太
田	

斎
藤
光
男（
5・14
）

小お
ま
た俣 

修お
さ
む
氏
（
上
野
原

市
議
会
議
長
）６
月
１
日
逝

去
、
71
歳
。
告
別
式
は
６
月

４
日
、
市
内
で
執
り
行
わ
れ

た
。
喪
主
は
長
男
の
雅
樹
さ

ん
。

訃  

報

▽
鴻
巣	

大
塚
佳
之（
5・14
）

▽
半
田	

渡
邉
昭
司（
5・14
）

▽
犬
山	

三
浦
知
里（
5・14
）

▽
蒲
郡	

大
向
正
義（
5・14
）

▽
羽
島	

糟
谷
玲
子（
5・14
）

▽
明
石	

榎
本
和
夫（
5・14
）

▽
た
つ
の	

永
富　
靖（
5・14
）

▽
高
松	

十
川
信
孝（
5・14
）

▽
西
海	

宮
本
一
昭（
5・14
）

▽
台
東	

水
島
道
徳（
5・17
）

▽
伊
勢
原	

八
島
満
雄（
5・17
）

▽
牛
久	

杉
森
弘
之（
5・17
）

▽
掛
川	

松
本　
均（
5・17
）

▽
藤
枝	

植
田
裕
明（
5・17
）

▽
あ
ま	

伊
藤
嘉
規（
5・17
）

▽
長
久
手	

伊
藤
祐
司（
5・17
）

▽
伊
丹	

加
藤
光
博（
5・17
）

▽
大
村	

村
崎
浩
史（
5・17
）

▼
副
議
長

▽
生
駒	

吉
村
善
明（
4・21
）

▽
出
雲	

板
垣
成
二（
4・27
）

▽
庄
原	
横
路
政
之（
4・27
）

▽
栗
原	
高
橋
勝
男（
5・6
）

▽
豊
後
大
野　
田
嶋
栄
一

	
（
5・6
）

▽
延
岡	

白
石
良
盛（
5・6
）

▽
登
別	

千
田
文
孝（
5・7
）

▽
東
松
島	

熊
谷
昌
崇（
5・7
）

▽
大
和	

古
谷
田
力（
5・7
）

▽
清
須	

浅
井
泰
三（
5・7
）

▽
土
岐	

各
務
和
彦（
5・7
）

▽
桜
井	

工
藤
敏
太
郎（
5・7
）

▽
伊
予	

平
岡
清
樹（
5・7
）

▽
朝
倉	

小
島
清
人（
5・7
）

▽
佐
伯	

冨
松
万
平（
5・7
）

▽
垂
水	

感
王
寺
耕
造（
5・7
）

▽
常
総	

坂
巻
文
夫（
5・10
）

▽
瀬
戸	

小
澤　
勝（
5・10
）

▽
多
治
見	

柴
田
雅
也（
5・10
）

▽
関	

後
藤
信
一（
5・10
）

▽
東
か
が
わ　
中
川
利
雄

	

（
5・10
）

▽
宿
毛	

髙
倉
真
弓（
5・10
）

▽
田
川	

髙
瀬
冨
士
夫（
5・10
）

▽
合
志	

松
井
美
津
子（
5・10
）

▽
阿
久
根	

濵
﨑
國
治（
5・10
）

▽
苫
小
牧	

小
山
征
三（
5・11
）

▽
国
分
寺	

及
川
妙
子（
5・11
）

▽
羽
村	

冨
松　
崇（
5・11
）

▽
沼
田	

戸
部　
博（
5・11
）

▽
安
城	

石
川
博
雄（
5・11
）

▽
高
山	

伊
東
寿
充（
5・11
）

▽
京
田
辺	

河
本
隆
志（
5・11
）

▽
小
野	

河
島
三
奈（
5・11
）

▽
嘉
麻	

藤　
伸
一（
5・11
）

▽
多
久	

田
渕　
厚（
5・11
）

▽
竹
田	

阿
部
雅
彦（
5・11
）

▽
杵
築	

泥
谷　
修（
5・11
）

▽
宇
佐	

井
本
裕
明（
5・11
）

▽
小
林	

下
沖
篤
史（
5・11
）

▽
か
ほ
く	

杉
本
成
一（
5・12
）

▽
綾
瀬	

古
市　
正（
5・12
）

▽
佐
野	

横
田　
誠（
5・12
）

▽
津
島	

加
藤
哲
司（
5・12
）

▽
泉
大
津	

野
田
悦
子（
5・12
）

▽
寝
屋
川	

井
川
晃
一（
5・12
）

▽
大
東	
酒
井
一
樹（
5・12
）

▽
福
知
山	
吉
見
茂
久（
5・12
）

▽
大
和
高
田　
南
幾
一
郎

	
（
5・12
）

▽
諏
訪	

小
松
孝
一
郎（
5・13
）

▽
相
模
原	

加
藤
明
徳（
5・13
）

▽
横
須
賀	

伊
関
功
滋（
5・13
）

▽
茅
ヶ
崎　
岩
田
は
る
み

	

（
5・13
）

▽
富
岡	

島
田
進
義（
5・13
）

▽
山
武	

北
田　
守（
5・13
）

▽
下
田	

進
士
濱
美（
5・13
）

▽
豊
川	

柴
田
輝
明（
5・13
）

▽
豊
田	

深
津
眞
一（
5・13
）

▽
江
南	

東
猴
史
紘（
5・13
）

▽
大
府	

加
古　
守（
5・13
）

▽
美
濃	

古
田
秀
文（
5・13
）

▽
富
田
林	

吉
年
千
寿
子

	

（
5・13
）

▽
岡
山	

下
市
こ
の
み（
5・13
）

▽
福
山	

西
本　
章（
5・13
）

▽
長
門	

有
田　
茂（
5・13
）

▽
さ
ぬ
き	

多
田
一
明（
5・13
）

▽
日
向	

海
野
誓
生（
5・13
）

▽
北
広
島	

滝
久
美
子（
5・14
）

▽
米
沢	

齋
藤
千
惠
子（
5・14
）

▽
新
庄	

奥
山
省
三（
5・14
）

▽
十
日
町	

宮
沢
幸
子（
5・14
）

▽
太
田	

矢
部
伸
幸（
5・14
）

▽
鴻
巣	

坂
本
国
広（
5・14
）

▽
半
田	

鈴
木
幸
彦（
5・14
）

▽
犬
山	

小
川
清
美（
5・14
）

▽
蒲
郡	

青
山
義
明（
5・14
）

▽
北
名
古
屋　
井
上
一
男

	

（
5・14
）

▽
羽
島	

野
口
佳
宏（
5・14
）

▽
明
石	

国
出
拓
志（
5・14
）

▽
た
つ
の	

畑
山
剛
一（
5・14
）

▽
高
松	

藤
原
正
雄（
5・14
）

▽
西
海	

朝
長
隆
洋（
5・14
）

▽
伊
勢
原　
田
中
志
摩
子

	

（
5・17
）

▽
台
東	

早
川
太
郎（
5・17
）

▽
牛
久	

諸
橋
太
一
郎

	

（
5・17
）

▽
掛
川	

二
村
禮
一（
5・17
）

▽
藤
枝	

岡
村
好
男（
5・17
）

▽
あ
ま	

前
田
豊
光（
5・17
）

▽
伊
丹	

篠
原
光
宏（
5・17
）

▽
大
村	

朝
長
英
美（
5・17
）

▼
事
務
局
長

▽
瀬
戸	

鈴
木
達
也（
元・4・1
）

▽
御
所	

木
下
嘉
敏（
1・1
）

▽
江
別	

三
上
真
一
郎（
4・1
）

▽
北
広
島	

砂
金
和
英（
4・1
）

▽
栗
原	

伊
藤
利
男（
4・1
）

▽
長
野	

宮
尾
正
彦（
4・1
）

▽
諏
訪	

藤
森
一
彦（
4・1
）

▽
稲
城	

石
井
正
幸（
4・1
）

▽
羽
村	

伊
藤
文
隆（
4・1
）

▽
豊
川	

岩
村
郁
代（
4・1
）

▽
高
山	

川
田
秀
文（
4・1
）

▽
大
東	

品
川
知
寛（
4・1
）

▽
多
久	

田
代
健
二（
4・1
）

▽
日
向	

柏
田
武
浩（
4・1
）

▽
西
都	

村
岡
修
一（
4・1
）

▽
浦
添	

座
間
味
治（
4・1
）

▽
北
茨
城	

佐
藤
裕
之（
4・6
）

▽
都
城	

別
府
雅
彦（
5・1
）


